
文芸広場

開館午前９時～午後10時（年末年始除く）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047
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　３月９日は、39（サンキュー）の語呂合わせから『感謝』の日です。親、家族、先生（師）、友達、自
分に関わりのあるすべての人に「感謝」の気持ちをもって日々を送りたいものです。「感謝」を身につけ
て、自分はもちろん、周りの人も笑顔にしていきましょう！

　感謝をすると…ポジティブ
さがアップする・こじれた人
間関係を修復できる・免疫力
が上がる！人生を変える最高
の方法としての「感謝」を実
践するための23の習慣を紹
介しています。普段の生活の
中で、事あるごとに不平や不
満を言っていると、いずれそ
ういう姿勢が染みつき、年が
ら年中、文句や悪口ばかり並
べる厄介な性格になりかねま
せん。そんな状況を改善し、
最高の自分になって、かつて
ないほど深い満足感を得る手
助けとなる１冊です。

　世界で活躍する書道家、
武田双雲の集大成。今の閉
塞感がある世の中で、一番
必要なのは「感謝」ではな
いでしょうか。その「感謝」
の力を多くの人が使いこな
せるように、理論と行動原
則を交えて『30の技術』と
して紹介しています。「他
人に感謝する前に、自分を
感謝で満たす（感謝の技術
28）」感謝を習慣にして、
人生の幸福度を上げましょ
う！

「毎日を好転させる
� 感謝の習慣」

スコット・アラン
（Discover）

「「ありがとう」の
� 教科書」

武田　双雲
（すばる舎）

ひとくちメモ
　ピンクの色がかわいい、旬のいちごを使った蒸しパンです。よく熟れたいちごを使うと、より甘みが出て
おいしいです。
　ぜひ作ってみてください＾＾

おうちで食べたい給食レシピ！

小学生量４個分

いちご･････････････････････････80ｇ
砂糖（上白糖）･･ 大さじ２と小さじ１強
ホームケーキミックス･････････ 200ｇ
牛乳･･････････････････････････ 90ml
ひまわりカップ（大）････････････ ４個

［作り方］

① ‌�苺に砂糖をまぶし、ミキサーにかけて
荒くつぶす。

② ‌�①と牛乳をまぜ、ホームケーキミック
スも入れて混ぜる。

③ ‌��②をひまわりカップに入れ、蒸し器で
20分程度蒸して完成！

「いちごの蒸しパン」

１　人吉海軍航空基地資料館を訪ねて
　人権啓発の新たな取り組みとして、人権を学ぶ
現地学習会（フィールドワーク）を始めました。
第１回目は戦後80年を迎えた節目の年にあわせ、
県内の戦争遺跡を訪ねる企画を立てました。球磨
郡錦町にある人吉海軍航空基地資料館です。参加
者は10名でした。解説ガイドさんの詳しい話から
分かったことですが、戦後70年間、地元の人たち
は防空壕の跡ぐらいにしか考えていなかったそう
です。それが、アメリカが公開した当時の文書を
たまたま地元郷土史家の方が読まれて「これは大
変な戦争遺跡だった」と気づかれ、そこから資料
館として整備、保存しようという動きが生まれた
ということでした。埋もれていた歴史がこのよう
にして私たちの目に触れることになったことに、
不思議な感慨を抱きました。太平洋戦争末期に海
軍が考え出した「神風特別攻撃隊」いわゆる「特
攻」の訓練基地として活用しようとしていたよう
です。現在はそれと分からないような長い滑走路
跡、そして、洞窟内に設けられた魚雷整備場、作
戦室、無線室、兵舎跡などを見て回りました。実
際に洞窟内に入ると、当時の空気感というか、兵
士たちの暮らし、苦労や苦悩等の一端に触れたよ
うな気持ちになりました。

２　現地で感じたこと
　戦争末期にアメリカ軍の攻撃を受けて、兵士９
人、そして地元の人も大人２人、子ども２人が犠
牲になったそうです。今では自然豊かな穏やかな
風景にあふれた町ですが、こんな場所でも軍事施
設があれば攻撃されるということは衝撃でした。
戦争は問答無用で軍人だけではなく、民間の人た
ちも巻き込んでいくことを痛感しました。戦争が
もたらすものは、勝ち負け関係なく不幸や悲劇し
かないのだと思います。翻って最近の世界情勢を
見る時、平和を維持することの困難さと重要性を
考えずにはいられませんでした。

問　社会教育課　地域人権教育指導員
　　☎0968・86・2022

くらしと人権 Vol.71
人権を学ぶ現地学習会を終えて
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